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市議団ニュースは政務活動費で作られています

　12月 1日、12 月議会本会議において、
とりうみ敏行市議が議案に対する質疑を行い
ました。
　はじめに、市長および議員などの期末手当
を0.05カ月分引き上げる条例議案について、
とりうみ市議は、「長期にわたる景気の低迷
や異常な高物価のもとでの市民の暮らしの現
状をどのように考慮したのか」と質しました
が、市は「報酬審議会の答申を最大限尊重し
た」として、市民の暮らしについての認識は
示しませんでした。金額は別表の通りです。

　次に、「個人情報保護に関する法律施行条
例」について質疑しました。この条例は、国
による「個人情報保護法」が改正されたこと
から本市の条例を改正するものですが、自治
体・民間・独立行政法人が保有する個人情報
を、全国共通のルールで一元化し、匿名であ
れば本人の同意がなくても企業などに流通さ
せることができることが明らかになりまし

た。
　また、マイナンバーカードに生活保護受給
者のデータを紐づけて「医療券」とし、生活
保護受給者の個人情報や医療情報が、本人の

知らない間に他人に知られる危険性をはらむ
「デジタルインフラ整備の推進」が提案され
ました。今後、12月議会のなかで審議をす
すめます。

■ 2022年 9月議会閉会中審査（請願に賛成＝○、反対＝×）

請願名 共産 民主
改革

さいたま
自民 公明 自民

さいたま
さいたま
未来

核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書を国に提出すること
を求める ○ × × × × ×

与野中央公園に5000人収容のスポーツ施設の建設中止を求め
る ○ × × × × ×

　12月 1日、12月議会本会議で、たけこ
し連市議が請願の討論に立ちました。
　「与野中央公園に5000人収容のスポーツ
施設の建設中止を求める請願」について、た
けこし市議は「与野中央公園は旧与野の時代
から市民が憩える場所としての整備を求めて
きた経過があるにも関わらず、今回のアリー
ナ建設等によって公園面積8万 1000㎡の
うち残される緑地面積は1万㎡程度になる
ことが明らかになった。これではコンクリー
トジャングルになってしまう。また、計画自

体が一部の市民にしか告知されておらず、地
元住民への説明や議論などの合意形成が不十
分。よって計画見直しを求める願意は妥当」
と主張し、採択を求めました。
　また、No.980でご紹介した「核兵器禁止
条約の署名批准を国に対して求める請願」は、
採決が持ち越されたものの、結局、決議とし
てまとまりませんでした。たけこし市議は「平
和都市宣言の制定を求めた市議会で、条約批
准を求める意見書がまとまらないことはあっ
てはならない」として採択を求めました。請
願の採択結果は以下の通りです。

与野中央公園
緑地面積の大幅減が
明らかに

閉会中審査・本会議討論

引き上げ額 年収総額
市長 9万 9000円 約 2321万円

副市長 7万 7000円 約 1824万円

教育長 6万 5000円 1519万円

議長 7万 1000円 約 1640万円

副議長 6万 3000円 約 1465万円

議員 5万 8000円 約 1355万円

12 月期末手当の引き上げ（案）

12 月議会・議案質疑

市長・議員等の期末手当
引上げ議案出される
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あなたの身近な議員です

市議団ニュースは政務活動費で作られています

　11月 28日、さいたま南平和委員会とお
おみや平和委員会が平和行政の推進について
市と懇談を行い、松村としお、金子あきよの
両市議が参加しました。

　市の平和行政に関する予算はほぼ毎年度約
220万円で、あまりにも少額です。「もっと
予算を拡充し積極的なとりくみを行ってほし
い」との強い要望が相次ぎました。市がとり
くむ「平和展」の内容充実と常設化、「原爆
と人間」展など、市が協賛後援している市民
団体の平和のとりくみの広報、「市報さいた
ま」での情報発信、各区役所に掲出されてい
る「平和都市宣言」と一緒に憲法9条を掲

示する、などの具体的な提案がありました。
また、さいたま市が平和首長会議に参加して
いることをもっと積極的に市民にアピールし
てほしい、という点も強調されました。
　金子市議は「平和の文化を作り出すために

市民とともに知恵を絞ってほしいというのが
参加者からの強い希望。提案は、市長が決断
すればすぐできることもたくさんある。今後
の議会で平和行政の予算増額とともに、求め
ていきたい」と話しました。

平和の文化を
つくり出すために

　11月 27日、市内タクシー会社の労組役
員と伊藤岳参院議員、いわぶち友参院議員、
および、秋山もえ県議との懇談があり、党市
議団からとばめぐみ市議が参加しました。
　参加者からコロナ禍におけるタクシー運転
手の働き方の実態について、「乗客が激減し、
時給換算すると時給200円の日もあった」
「乗客がカードで支払った場合、かかる手数
料はドライバー持ち」「累進歩合から積算歩
合に変わったが、賃率を引き下げられてしま
い、実際の手取りは減ってしまった」等、厳

しさが語られました。
　しかし、路線バス事業者やタクシー事業
者（法人および個人）に向けた市の支援金は、
タクシー運転手には届かず、「この間受けら
れた支援は、特別定額給付金10万円のみ」
とのことでした。伊藤岳参院議員は、国土交
通省や経済産業省との懇談を提案。とば市議
は「タクシー運転手の厳しい労働実態を可視
化する必要がある。国会、地方議会と連携し、
支援を広げられるようとりくむ」と話しまし
た。

タクシー運転手の
厳しい働き方を告発

　11月24日、医療生協さいたまが主催
し、救急専門医である守谷能和氏による
講演会「医師が語る医療現場の奮闘と新
型コロナウィルス最前線～保健医療行政
の課題を学ぼう～」が開かれ、党市議団
からとばめぐみ市議が参加しました。
　命を守る使命感に燃え、全力でコロナ
患者や救急患者を受け入れてきた医療現
場の実態や、死に物狂いで受け入れ先を
探す保健所職員の姿が語られました。ど
んなにがんばっても、救急車からの連絡
の半分は断らざるを得ないのが現状です。

9月議会では保健所職員が1カ月253時
間も残業していたことが明らかになりま
したが、その保健所職員が、政府が全数
把握をやめる方針を出すことに対して「感
染経路が把握できなくなり、感染を抑え
込むことができない」と反対したと言い
ます。
　とば市議は、「医療従事者と保健所職員
の命がけの奮闘で市民の命が守られてい
る。みなさんの命と現場を守るため、議
会でもとりあげていく」と決意を述べま
した。

医療現場は命がけの奮闘


